
         大雨警報・洪水警報発表時の緊急対応フロー      （令和５年９月２０日改訂） 
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※鳥取市災害対策本部が立ち上がった時点で、管理職は連絡が取れる態勢をとっておく。 

※上記対応は、「鳥取市学校防災計画・マニュアル（地震・津波災害）平成２９年４月改定」に準じるものとし、別表１のとおり配備するものとする。 

※各学校の避難所については、大雨・洪水対応（垂直避難）を基本とし、別紙のとおりとする。 

※備蓄物資の補充は、危機管理課が行う。（旧市 毛布・ブルーシート 各２００枚） 

１．大雨・洪水警報発表 ３．高齢者等避難・避難指示発令 ２．状況の悪化 ４．高齢者等避難・避難指示解除 

●各地域の状況把握 

 

●高齢者等避難・避難指 

示判断 

●職員配備体制 

●高齢者等避難発令 

 

●避難指示発令 

 

●対象地域避難所開設指示 

 

●職員配備体制 

●避難所開設班の出動 

①避難所班（夜間・休日の場合） 

・スペアキーによる学校の開錠 

②輸送班 

・物資の運搬 

●高齢者等避難・避難指示解除 

 

●職員配備体制解除 

 

●対象地域避難所閉鎖指示 

●児童生徒の安全確保 

（安否情報の発信含む） 

●学校施設の点検・保持 

●対応指示及び確認 

（さくら連絡網＜管理職＞と

C4th＜学校＞） 

●学校状況の集約 

●今後の対応など途中経過を

HPに公開 

●該当校管理職への連絡 

（さくら連絡網および電話） 

 

●避難所状況の把握 

指 

 

 

 

示 

撤 
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●児童生徒の安全確保 

・集団下校等準備 

●学校施設の点検・保持 

●対応情報の予告発信 

（早帰り等保護者の対応

が必要な情報を予告） 

●早帰り・集団下校・引き渡し

等の実施 

・保護者への一斉連絡 

・必要に応じて翌日以降の給食

停止連絡 

●避難所開設準備（２階以上） 

●避難所開設支援 

※夜間・休日の場合 

・学校の開錠 

（管理職及び連絡調整者） 

・警戒解除の必要な部屋の 

開錠（必要物資の確保） 

・避難所開設支援 

＜避難所運営開始後＞ 

●管理職の避難所運営から

の撤収 

・警戒の必要な部屋の施錠 

・避難所班への撤収連絡 

●避難所班の撤収 

・避難所の原状復帰 

・スペアキーによる学校の施錠 

・スペアキー返却 

（避難所班担当課へ） 
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●管理職の避難所運営 

撤収判断 
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（別表１） 

大雨・洪水時における配備の基準と配備内容 

 

 配備の基準（時期） 配備の内容 

第一配備 鳥取市災害対策本部が立ち上が

ったとき 

 

 

校長、副校長、教頭は、市教委からの

予告指示を受け、初動体制の準備を

行う。 

第二配備 鳥取市災害対策本部で高齢者等

避難の発令が決定された直後 

（市民への発令前） 

 

校長、副校長、教頭、または連絡調整

者は、速やかに学校に参集し、開錠等

の避難所開設支援を行う。 

第三配備 原則なし 原則なし 

 


